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目的　児童相談所を対象に自死遺児の実態とその支援の状況を明らかにすることを目的として調査
を実施した。また，自死遺児への支援において，児童相談所が認識する課題について検討を
行った。

方法　全国207カ所の児童相談所を対象に調査票を配布し，平成25年度中に同居家族等に自殺既遂
がみられた事例等の数，児童相談所に統合もしくは併設されている他の専門機関との組織的関
連付け，児童相談所における自死遺児支援サービスの実施有無，自死遺児への支援もしくは自
殺対策を行ううえでの困難について回答を求めた。

結果　160の児童相談所から回答を得た（回収率76.9％）。平成25年度中に児童相談所で把握された
同居家族等の自殺を経験した児童の数は，138人であった。自死遺児支援としてのサービスを
実施している児童相談所は，5.6％（ 9／160）であった。児童相談所において自死遺児への支
援もしくは自殺対策を行う場合の困難として，最も多かった回答は「人材の確保」であった。

考察　本調査より，自死遺児あるいはその同居家族等のうちの自殺者が児童相談所において一定数
把握されていることが示された。一方で，自死遺児向けのサービスを実施していると回答した
児童相談所は一部に限られており，児童相談所における自死遺児支援の実施には困難が存在す
ることが示唆された。今後，児童福祉領域における自殺リスクの高さを踏まえ，児童相談所に
おいて人材の確保や専門家養成を進めるとともに，児童福祉領域全体で自死遺児支援への共通
理解を形成し，仕組み作りを行っていくことが必要であると考えられる。

キーワード　自殺，自死遺児，児童相談所，児童福祉，自殺対策，自死遺児支援

Ⅰ　緒　　　言

　政府の取り組むべき自殺対策の指針である自
殺総合対策大綱は，平成24年に全体的な見直し
が行われ，「自殺を予防するための当面の重点
施策」のひとつである「 8．遺された人への支
援を充実する」のなかに「遺児への支援」が掲
げられた。ここには，精神保健福祉センターや
保健所の保健師等による遺児に関する相談体制

を充実するとともに，地域における遺児の自助
グループ等の運営，相談機関の遺児への周知を
支援することが明記されている。それは，親や
家族といった近しい人を自殺（自死）によって
失った子ども（自死遺児）は，多くの困難に直
面することとなるからである。しかしながら，
わが国ではこうした自死遺児を対象に心理社会
的支援を含む包括的な支援を提供できる体制が
十分に整っているとは言い難い。また，必要な
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支援体制を検討しようにも，どういった集団の
中にどのくらいの自死遺児が存在しているのか，
その遺児がどのような状況に置かれているのか，
あるいはその遺児に関わる援助者がどの程度存
在しているのかといった基礎的な情報も明らか
になっていない。
　日本における自死遺児の実態についてはほと
んど知られていない。たとえば，副田1）2）は自
死遺児数の推計を行い，2000年に新しく発生し
た20歳未満の自死遺児数は9,808人，2000年に
存在している20歳未満の自死遺児の全数は約
90,100人とし， 1日平均約27人の自死遺児が出
現していると述べている。また，Chenらの分
析3）では，1993年から2006年の期間で両親を
失った未成年の子どもの数は86,000人とされた。
しかし，これらはいずれも「人口動態統計」や
「国民生活基礎調査」をもとにした推計であり，
実数の把握はされていない。
　親や家族の自殺を経験した子どもたちは，し
ばしばメンタルヘルス上の問題をその後の発達
的経過のなかで示すことが知られている。たと
えば，一般人口と比べて自死遺児は，自殺念慮，
抑うつ，PTSD，パニック障害のリスクがより
高いとされている4）5）。同時にこれらのメンタ
ルヘルス上の問題の原因ともなりうるいくつか
のリスクを自死遺児は抱えることとなる。それ
は，家族の崩壊ならびに経済的不安定6），残さ
れた親が抱える情動的かつ生活上の困難への関
わり7）8），自殺という行為に付与されるスティ
グマや社会的孤立7）9）などである。また，友人
関係や学校における社会的不適応をより経験し
やすい4）。自死遺児への支援は，こうしたメン
タルヘルス上の問題に加え，養育者の喪失によ
る経済的生活基盤の不安定さや，社会的孤立へ
の傾性を念頭に入れた援助が求められる。
　こうした複合的な問題を抱える自死遺児への
支援のためには，児童の抱える問題を把握し，
必要に応じて各関係機関との援助体制の構築を
進めることのできる機関の関与が重要となる。
そこで，自死遺児への支援にあたって重要な拠
点と考えられるのが児童相談所である。
　児童相談所は，日本全国に207カ所（平成25

年 4 月30日現在）あり，児童やその家庭に関す
る様々な問題についての相談，指導業務を行っ
ている。児童相談所はその業務の性質から，何
らかの理由によって親が不在となった児童，精
神障害などの問題を抱える親のもとにいる児童，
社会的不適応を抱える児童への関わりをもちや
すい。これらの問題に親の自殺問題が関連して
いる可能性が考えられる。つまり，児童相談所
の援助対象となった児童には，近親者の自殺を
経験した自死遺児が一定数含まれているのでは
ないかと推察される。
　そうであるならば，児童相談所が関わってい
る自死遺児の実態を把握すること，児童相談所
で自死遺児向けの支援が行われているか否かを
把握することが重要な課題となる。児童相談所
が自死遺児の存在を把握し，必要な援助の提供
が可能であるならば，日本の自死遺児支援なら
びに自殺対策にとって大きな貢献となるだろう。
　以上を踏まえ，本研究では児童相談所を対象
に自死遺児の実態とその支援の状況を明らかに
することを目的として調査を実施した。また，
自死遺児への支援において，児童相談所が認識
する課題について検討を行った。
　なお，児童相談所における自死遺児への支援
を検討するうえでは，児童相談所の専門性を踏
まえた検討がなされなければならないだろう。
自死遺児への支援は，児童の福祉を果たすうえ
での重要課題であるが，児童相談所がすでに抱
えている課題や利用可能な援助資源，連携機関
といった施設の稼働能力を踏まえぬ議論は不適
切である。そこで，自殺や自死遺児支援の実施
と合わせて，児童相談所に統合もしくは併設さ
れている施設を把握することで，現状において
どのような専門性をもつ児童相談所が自殺問題
の把握や支援を行っているのかについて調査す
ることとした。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　調査方法
　全国207カ所の児童相談所を対象に調査票を
配布した。調査票の配布は平成26年 1 月初週に
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行い，平成26年 4 月 4 日までの返送を求めた。
なお，各都道府県・政令指定都市等の自殺対策
主管課ならびに児童福祉主管課に調査協力の依
頼を併せて行った。

（ 2）　調査項目
　調査項目は，児童相談所の業務に関する基本
事項の確認と，抱えている課題等についてで
あった。各項目についてすべての調査対象施設
に回答を求めた。具体的な項目は以下である。
　① 　児童相談所に統合もしくは併設されてい

る他の専門機関との組織的関連付け
　② 　児童相談所における自死遺児支援サービ

スの実施有無
　③ 　自死遺児への支援もしくは自殺対策を行

ううえでの困難
　④ 　平成25年度中に同居家族等に自殺既遂が

みられた事例等の数
　項目④の対象は，児童相談所において児童の
関係者についても十分な情報収集が行われるこ
とを考慮し，平成25年度中に「児童福祉司指
導」「児童福祉施設入所」「里親委託」された児
童を対象とした。なお，本調査では「同居家族

等」の表現について，「児童と一緒に生活した
者で，血縁関係を問わず，児童相談所の把握し
ている者」と調査説明文において提示した。こ
れらの項目について児童相談所として回答を求
めた。

（ 3）　分析方法
　児童相談所に統合もしくは併設されている他
の専門機関と各変数との関連の分析として，
Fisherの正確確率検定を行った。欠損値は分析
ごとに処理した。

（ 4）　倫理的配慮
　調査回答にあたっては，調査の協力が任意で
あること，拒否による不利益は生じないこと，
収集したデータは統計的に解析され，施設名や
個人を特定可能なデータが公表されることはな
いこと，調査対象者の権利保護のための公告文
の提示依頼などを書面において提示した。
　本調査は，国立精神・神経医療研究センター
の倫理委員会の承認を受けて実施された（承認
番号A2013-018）。

Ⅲ　結　　　果

（ 1）　児童相談所で把握される自殺の実態
　160の児童相談所から調査票の返送があった
（回収率76.9％，160／208）。このなかには，
本所のみに調査票を発送したところ，本所と支
所でそれぞれ調査票の返送があった児童相談所
が 1件あり，別々の児童相談所としてカウント
した。
　児童相談所で把握された同居家族等に自殺が
みられた児童の数について表 1に整理した。平
成25年度の 1年間に児童相談所で把握された，
同居家族等の自殺を経験した児童の数は138人
であった。また，自殺者の実人数は100人で
あった。各児童相談所で把握された同居家族等
に自殺がみられた児童数の最大値は16人，最小
値は 0人であった。 1年間に 1つの児童相談所
で把握される同居家族等に自殺がみられた児童
の平均人数は1.02人（標準偏差1.89）であった。

表 1　 平成25年度中に児童相談所（160施設）で
把握された自殺の実態

同居家族等に自殺既遂がみられた事例 度数（人）

⑴同居家族等に自殺既遂者のいる児童数 138
　⑴のうち，遺体の第一発見者となった児童数 14
　⑴のうち，自殺既遂場面を目撃した児童数 10
⑵自殺既遂者の実人数（⑴の自殺既遂者に該当） 100
　⑵のうち，児童の主たる養育者にあたる人物 75
　⑵のうち，25年度の自殺者 41
　⑵のうち，24年度以前の自殺者 59

表 2　 自死遺児への支援もしくは自殺対策を行う場合の
困難感（複数選択）

度
数
割合
（％）

人材の確保 112 70.0
職員の技術向上のための研修機会の確保 85 53.1
スーパーヴィジョン体制 68 42.5
医療機関との連携 50 31.3
法律，法的手続き，法的対応への理解 47 29.4
関係機関のネットワーク構築 44 27.5
職員の心理的影響へのケア 36 22.5
所内での多職種連携 8 5.0
未記入 20 12.5
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　報告された児童のなかには，遺体の第一発見
者となった児童（14人）や，自殺既遂場面を目
撃した児童（10人）もいた。

（ 2）　自死遺児支援の実施有無，支援を行う場
合の困難

　自死遺児支援としてのサービスを実施してい
る児童相談所は5.6％（ 9／160）であった。実
施している自死遺児支援サービスの具体的な記
述として，「自助グループに関する情報提供」
「医療機関の紹介」「精神保健福祉センターへ
の紹介」「養育者不在の場合の家族間調整」「未
成年後見人の請求手続き」などが挙げられてい
た。
　児童相談所において自死遺児への支援もしく
は自殺対策を行う場合の困難感に関する回答を
表 2に示した。困難感があるものとして，最も
多かった回答は「人材の確保」（70.0％）で
あった。次いで「職員の技術向上のための研修
機会の確保」（53.1％），「スーパーヴィジョン
体制」（42.5％）の順に多かった。

（ 3）　児童相談所の施設形態ごとの自殺実態な
らびに支援

　児童相談所に統合もしくは併設されている施
設ごとに，同居家族等に自殺既遂がみられた児
童の把握実態について，児童が 1人以上把握さ
れた施設を「あり」， 0人の施設数を「なし」
にそれぞれ分類し，整理した（表 3）。同居家
族等に自殺既遂がみられた児童が「あり」の児
童相談所は62施設であった。児童の把握につい

て，統合・併設のない児童相談所と何らかの専
門機関との統合・併設のある児童相談所とを比
べたところ，「知的障害者更生相談所」もしく
は「婦人相談所」が統合・併設されている児童
相談所では児童の把握が比較的少なく，「身体
障害者更生相談所」もしくは「配偶者暴力相談
支援センター」と統合・併設されている児童相
談所では比較的多かった。ただし，Fisherの正
確確率検定の結果からはいずれも有意ではな
かった。
　児童相談所に統合もしくは併設されている他
の専門機関ごとの自死遺児支援サービスの実施
有無を整理した（表 4）。自死遺児支援サービ
スの実施有無について，統合・併設のない児童
相談所と何らかの専門機関との統合・併設のあ
る児童相談所とを比べたところ，Fisherの正確
確率検定の結果から，「知的障害者更生相談
所」「身体障害者更生相談所」「配偶者暴力相談
支援センター」で 5％水準で有意な結果が示さ
れ，これらの専門機関と統合もしくは併設され
ている児童相談所は「統合・併設なし」の児童
相談所と比べて，自死遺児支援サービスを実施
している施設が多かった。

Ⅳ　考　　　察

（ 1）　本研究のまとめ
　本調査結果より，自死遺児あるいはその同居
家族等のうちの自殺者が児童相談所において一
定数把握されていることが示された。児童相談

表 3　 児童相談所に統合もしくは併設されている他の
専門機関ごとの自死遺児の把握の割合

ｎ 自死遺児の把握あり
ｎ＝62（施設）

割合
（％） p

統合・併設施設なし 66 29 43.9
知的障害者更生相談所 37 16 43.2 1.00 
身体障害者更生相談所 22 13 59.1 0.23 
婦人相談所 21 7 33.3 0.45 
配偶者暴力相談支援センター 20 11 55.0 0.45 
福祉事務所 17 8 47.1 1.00 
保健所 11 7 63.6 0.33 
発達障害者支援センター 3 2 66.7 0.58 
児童福祉施設 3 2 66.7 0.58 
精神保健福祉センター 3 2 66.7 0.58 
医療機関 2 1 50.0 1.00 

表 4　 児童相談所に統合もしくは併設されている他の
専門機関ごとの自死遺児支援サービス実施の割合

ｎ
実施して
いるｎ＝ 9
（施設）

割合
（％） p

統合・併設施設なし 77 1 1.3
知的障害者更生相談所 42 6 14.3 0.01* 
身体障害者更生相談所 26 4 15.4 0.01* 
婦人相談所 24 2 8.3 0.14 
配偶者暴力相談支援センター 24 3 12.5 0.04* 
福祉事務所 19 0 0.0 1.00 
保健所 11 0 0.0 1.00 
医療機関 4 1 25.0 0.10 
精神保健福祉センター 4 1 25.0 0.10 
発達障害者支援センター 3 1 33.3 0.07 
児童福祉施設 3 1 33.3 0.07 
注　* p ＜0.05
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所で関わる児童は，家庭環境や家族，当人に由
来するものなど何らかの困難を抱えており，そ
のなかに一定数，家族等を自殺で失ったものた
ちが含まれていることは無視すべきではない。
特に，本調査結果からは，児童相談所によって
数の多寡はみられるが，平均すると 1年間に 1
人程度の自死遺児が児童相談所と関わりをもっ
ていることわかった。自死遺児は家族を失った
ことに加え，「自殺」に由来する社会的な困難
を抱えており4）7），これらは将来の生存に対す
る大きなリスクにつながるがゆえに，早い段階
での援助策の提示が重要である。
　一方で，本調査で，自死遺児向けのサービス
を実施していると回答した児童相談所は一部に
限られていた。このことは，児童相談所におい
て自死遺児という存在への認知やその支援があ
まり意識されていないということを意味してい
ると理解される。しかし，必ずしも自死遺児に
対する適切な支援が児童相談所で行われていな
いということではなく，児童相談所の通常の援
助が自死遺児の抱える困難に役立っている可能
性は考えられる。たとえば，児童相談所内での
心理士らによるカウンセリングはそのひとつと
いえるだろう。これらが児童相談所で関わる自
死遺児に実際にどのような役割を果たしている
かについて整理していくことは重要である。
　本研究結果からは，児童相談所に統合・併設
されている専門機関によって自死遺児に関する
実態の把握に有意な差はみられなかった。また，
自死遺児向けのサービスについては知的障害者
更生相談所と身体障害者更生相談所，配偶者暴
力相談支援センターと統合・併設されている児
童相談所では比較的多くの施設で実施されてい
る傾向がみられた。おそらく，こうした専門機
関との統合・併設がみられる児童相談所は比較
的規模の大きな施設であり，自死遺児向けサー
ビスの実施可能性には施設規模との関連が推測
される。

（ 2）　児童福祉における自死遺児支援の必要性
　児童相談所において自死遺児支援サービス・
ニーズへの認識が十分にあったとしても，本調

査結果に示されたような「人材の確保」や「職
員の技術向上のための研修機会の確保」といっ
た人的資源の拡充がなければ，自死遺児への支
援を現実に実施することは難しい。
　このように実施上の困難は多数みられるが，
児童相談所において自死遺児への援助を拡充し
ていくことは，自死遺児らへの援助のみに限定
されないより広い文脈で必要とされるものであ
る。その理由の 1つとして，海外の研究で，児
童福祉の対象となる児童は全般的に精神障害等
のリスクが高いことがしばしば報告されている
点が挙げられる。たとえば，児童福祉として里
親や施設でケアを受けた児童は，自殺企図や重
症精神疾患のリスクが高い10），グループホーム
に入った児童は不安障害や自殺企図の出現割合
が高い11），児童家庭サービスの対象児童は，自
殺，自殺企図，精神病院の入院の割合が非常に
高いこと12）が示されている。こうした自殺企図
の高さに関連しているとされるのが，社会的不
利，親の精神障害，家族の暴力や虐待，家族の
不和，親の喪失，本人の精神障害，学校での深
刻な問題などであり10），これらのリスクはしば
しば重複する13）。こうした点は日本の児童福祉
の状況にも共通していると考えられる。
　つまり，児童相談所との関わりを経て児童福
祉ケアの対象となる児童は，全般的に自殺や精
神障害のリスクが高い背景をもっており，ゆえ
に児童福祉関係者における自殺予防対策の理解
は非常に重要であるといえる。
　また，上記のリスクのなかに親の精神障害が
含まれていることには注意が必要である。近年
における児童相談所の主要課題の 1つである児
童虐待において，その背景に加害者のメンタル
ヘルスの問題が指摘されている14）-16）。また，精
神障害と自殺との関連は多くの研究で指摘され
ており17）18），虐待加害者には自殺リスクが存在
するといえる。このことは，児童相談所で対応
している児童の親に，精神障害や自殺の高いリ
スクが存在していることを示唆するものである。
児童相談所において，親や家族のメンタルヘル
ス問題への理解のうえで，児童福祉領域での子
どもたちへの何らかの対応が必要になると考え
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られる。

（ 3）　本研究の限界と今後の自死遺児支援
　これまでの議論を整理すると，児童福祉に関
わる児童は全般的にメンタルヘルスの問題を抱
えるリスクが高く，自殺の危険性が高い。その
意味では児童相談所が関与する児童全体に対し
て質の高い支援を提供していくことが将来の自
殺予防の観点から重要であることは言うまでも
ない。しかし，児童相談所において自死遺児支
援や自殺対策の実施は途上にある。
　ゆえに，近しい人間の自殺関連行動を経験し
た児童に対して，児童相談所が提供できる支援
策を拡充してくことが今後の課題となるだろう。
一つの具体案としては，自殺や自死遺児につい
ての理解を促進し，自死遺児へどのような働き
かけが必要なのか，利用できる社会資源にどの
ようなものがあるのかを児童相談所のスタッフ
が簡便に把握できるような資材やマニュアルの
整備が挙げられる。既存のものとしては「長崎
県自殺総合対策相談対応のための手引き集」19）

「自死遺族を支えるために：相談担当者のため
の指針」20）「児童相談所における自死遺児等支援
の手引き」21）が有用であろう。
　また，こうしたソフトウェアの整備だけでな
く，人材の確保や専門家養成の機会などの人材
育成を含むソフト面も整備していかなければな
らないだろう。援助のためのインフラの整備と
同時に，児童相談所の援助者が利用可能な社会
資源や情報を拡充してくことが，自死遺児のよ
うな困難を抱えた児童への支援となり，ひいて
は自殺対策につながっていくと考えられる。児
童福祉領域での自死遺児支援，自殺対策の発展
を考える上で，市町村や児童養護施設など児童
福祉に関する業務への指導的役割を担う児童相
談所において，自死遺児支援や自殺対策のため
のノウハウが蓄積されていったならば，児童・
若者の自殺対策への大きな波及効果を生むこと
が期待される。
　本研究の課題として，調査対象者の母数が不
明である点が挙げられる。調査対象とした「児
童福祉司指導」「児童福祉施設入所」「里親委

託」された児童全体の数は把握できておらず，
全体に含まれる自死遺児の割合が不明である点
は課題である。また，自殺者もしくは同居家族
等の自殺を経験した児童らの詳細なプロファイ
ルについても不明である。児童相談所における
こうした人々への援助の指針を検討していくう
えでは，より詳細な情報を取得していくことが
求められる。
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